
Ⅱ-１　法人情報

Ⅱ-２　法人組織図 （2025年5月1日時点）

Ⅱ Ⅱ 大学概要大学概要

（１）事業者名及び代表者氏名
　　　事業者名	 国立大学法人琉球大学
　 　 所 在 地	 沖縄県中頭郡西原町字千原１番地
　 　 代 表 者	 学長　喜納　育江

（３）事業目的
　　　基本理念
　　　　琉球大学は、建学の精神である「自由平等、寛容平和」を継承・発展させて、「真理の探求」、「地域・

国際社会への貢献」、「平和・共生の追求」を基本理念とする。

　　　琉球大学の目指すところ－Vision－
　　　　本学は、“Land Grant University”の理念のもと、地域との共生・協働によって、「地域とともに

豊かな未来社会をデザインする大学」を目指すとともに、本学の強みを発揮し、新しい学術領域である 
Tropical Marine, Medical, and Island Sciences（TIMES：熱帯島嶼・海洋・医学研究）の国際的な拠点
として「アジア・太平洋地域の卓越した教育研究拠点となる大学」を目指します。

・学校基本調査票に基づく
　（鹿児島大学大学院連合農学研究科を除く）
・鹿児島大学大学院連合農学研究科は、
　農学部学務情報に基づく

（２）構成員（2025年5月1日時点）

学生数
学部学生 6,998
大学院生（修士・博士前期課程） 467
大学院生（博士・博士後期課程） 277
専門職学位課程 77
鹿児島大学大学院連合農学研究科 18
専攻科 0
附属学校（小・中学校） 1,049

合　計 8,886

教職員数
教員 793
附属学校教諭（小・中学校） 53
職員（看護師等含む） 1,509

合　計 2,355

経営協議会

学部 病院大学院 大学附属
研究施設

学内
共同教育
研究施設

教職
センター 出版会附属図書館

総合技術部 学長戦略室 基金室 監査室大学
本部

運営
推進
組織

教育研究評議会

学長 役員会顧問 監事学長選考・監察会議
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調整池集水棟

ビーンズストリ
ート

（プロムナード
）

全保連ステーション
（大学会館）

上原キャンパス
跡地

上原キャンパス
跡地

設備機械室

Ⅱ-3　キャンパスマップ

千原キャンパス千原キャンパス

千原キャンパス

大学本部棟 全保連ステーション
（大学会館） 共通教育棟 人文社会学部 国際地域創造学部
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調整池集水棟

ビーンズストリ
ート

（プロムナード
）

全保連ステーション
（大学会館）

上原キャンパス
跡地

上原キャンパス
跡地

設備機械室

教育学部 理学部 工学部 農学部
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西普天間キャンパス（医学部・病院）

熱帯生物圏研究センター熱帯生物圏研究センター
西表研究施設西表研究施設
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西普天間キャンパス（医学部）西普天間キャンパス（医学部）
熱帯生物圏研究センター熱帯生物圏研究センター
西表研究施設西表研究施設

熱帯生物圏研究センター熱帯生物圏研究センター
瀬底研究施設瀬底研究施設

亜熱帯フィールド
科学教育研究センター
与那フィールド

熱帯生物圏研究センター
瀬底研究施設

亜熱帯フィールド亜熱帯フィールド
科学教育研究センター科学教育研究センター
与那フィールド与那フィールド
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Ⅱ-４　琉球大学の環境マネジメントのあゆみ
　琉球大学は，戦後復興・教育振興への沖縄県民及び県系人らの強い思いをうけ， 1950 年 5 月 22 日，戦火で焼
失した首里城跡地に開学しました。開学後はミシガン州立大学の支援のもと，「地域振興」を主題とするランド・
グラント大学という理念に基づき成長してきました。

持続可能な社会への貢献

2020

2022

2024

2020

2015

2004

1977

1972

1967

1950

2019

2013

2009

2007

2001

SDGs 推進室を組織

審議委員会を
環境・施設マネジメント委員会に統合

SDGs 推進室が SDGs 推進本部へ昇格

開学 70 周年

資料館（風樹館）が博物館に昇格

国立大学から国立大学法人に移行

西原町千原にキャンパス移転

沖縄本土復帰に伴い国立大学になる

全国に先駆け大学附属の資料館を設置

5 月　那覇市首里に開学

学長メッセージ「琉球大学における
SDGs への取組について」を発信

EA21 から大学独自の
マネジメントシステムに移行

全学で EA21 の認証・登録

国立大学初のエコアクション 21
（EA21）の認証・登録

琉球大学環境憲章の制定、
エコロジカル・キャンパス推進委員会の
発足

大学附属資料館（首里キャンパス）

博物館（風樹館）

千原キャンパス

開学当時の首里キャンパス
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環境・施設マネジメント委員会

〇総括責任者：理事（施設担当）

【主な審議事項】
・施設等の計画，整備及び維持管理
・施設等の有効活用
・施設等の点検・評価
・構内緑化等についての基本方針策定及び実施要項等作成
・構内交通についての基本方針策定及び実施要項等作成
・環境安全管理の基本方針
・環境安全対策に関する学内の連絡調整
・環境方針に基づく事業計画の策定・実施・評価・改善
・エネルギーマネジメント

Ⅱ-５　エコロジカル・キャンパス（環境活動）の実施体制

学　長

A 学部ユニット（各部局）

〇ユニット責任者：部局長
・ユニット毎の目標達成状況
　を取りまとめ報告する。

〇環境テーマ別責任者：
　ユニット責任者が指名
・テーマ毎の計画を実施する。

B 学部ユニット（各部局）

〇ユニット責任者：部局長
・ユニット毎の目標達成状況
　を取りまとめ報告する。

〇環境テーマ別責任者：
　ユニット責任者が指名
・テーマ毎の計画を実施する。

●環境管理責任者及び担当者連絡先

●体制図

統括責任者／理事・副学長（施設担当）　島居　剛志
担　当　者／環境・施設マネジメント室長　國場　善孝　
住　　　所／沖縄県中頭郡西原町字千原１番地　
電　　　話／０９８- ８９５- ８１７８

エコロジカル・マネジメント専門部会

・環境に関する基本方針，事業計画　
　及び環境基準の策定
・環境教育の推進
・環境保全等の意識啓発及び
　普及キャンペーン

エコロジカル・キャンパス学生委員会

学生主体の下部組織
（顧問：専門部会長）
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担当分野の審議・庶務等

施設企画課
〇施設の企画全般

施設整備課
〇環境安全
〇構内緑化
〇構内交通

施設保全課
〇エネルギー計画
　及び管理

環境・施設マネジメント室
〇環境報告書の編集
〇環境目標の原案作成
〇環境活動マニュアルの作成

ユニット一覧

大学本部
学生部（グローバル教育支援機構）
附属図書館
各学部・研究科
研究基盤統括センター
熱帯生物圏研究センター
地域連携推進機構
情報基盤統括センター
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環境に関する計画の実行と報告
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